
追手門学院大手前中学校 

令和 5 年度 国語科  

教科 国語 科目 国語 B 単位数 2 年次/コース 中学 1 年生/特進 

使用教科書 教育出版『伝え合う言葉 中学国語１』 

副教材など 『徹底演習テキスト』・『国語便覧』 

１．学習の到達目標 

●科目について 
 

・単語の類別について理解するとともに，指示する語句と接続する語句の役割について理解を深めること。 

・音読に必要な文語のきまりや訓読の仕方を知り，古文や漢文を音読し，古典特有のリズムを通して，古典の世界に親しむこ
と。 
 
●コンピテンシーについて 
 

・事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で

使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 

 

2． 学習方法について 

●授業中において 
 
 
 
 
 
●家庭学習において 
 
 
 
 
 

３．学習評価（評価規準と評価方法） 

観
点 

①：知識・技能 ②：思考・判断・表現 ③：主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

古文・漢文などの伝統的な言語文化

や、文法などの言葉のきまりについて

理解し、知識を身につける。 

 

文章やテーマに沿って自分の考えを
深め、適切な語彙や表現、漢字を用い、
伝えることができる。 

課題に対し、学習の見通しをもって最

後まであきらめずに考え取り組もう

としている。 

他者と協働、また、より良い表現方法
を模索することで、自分の能力を高め
ようとする。 

評
価
方
法 

定期考査 

パフォーマンス課題 

リフレクション 

パフォーマンス課題 

リフレクション 

パフォーマンス課題 

リフレクション 

上に示す観点・評価方法に基づいて、各観点で評価し、学期末に当該学期の観点別学習状況の評価(A、B、C の 3 段階)及び評
定(1～5 の 5 段階)にまとめます。また、学年末に年度を通しての観点別学習状況の評価(A、B、C の 3 段階)及び評定(1～5 の



5 段階)にまとめます。 

４．学習の活動 

学

期 
単元名 学習内容 

主な評価の

観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

① ② ③ 

1

学

期 

書写（硬筆） 

「字をきれ

いに書こう」 

 

文法の小窓

１「言葉の単

位」 

文法の小窓

２「文の成

分」 

（５時間） 

 

お気に入り

の一品を紹

介する 

（２～３時

間） 

 

 

 

 

 

 

1 学期中間考

字形の整え

方と筆順の

きまりを理

解して書く。 

 

言葉の単位

について理

解を深め、主

語・述語など

の文の成分

の役割につ

いて知識を

定着する。 

 

伝えたいこ

とを明確に

して、お気に

入りの一品

について書

き、発表す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C：字の形を意識して、枠の中におさまるように書くこと

ができる。 

 

 

Ａ：言葉の単位について理解を深め、文の成分の役割など

を分類できるようになる。 

B：条件に合わせて文の成分を作り、文を完成することが

できる 

 

 

 

 

Ｂ：人の発表を聞き、どのような点が良かったのかを伝え

る。 

Ｃ：自分の伝えたいことを明確にして、お気に入りの作品

についてまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

定期考査 

パフォーマ

ンス課題 

リフレクシ

ョン 



査 

  
   

文法の小窓

３ 

「単語のい

ろいろ」 

（4～5 時間） 

 

 

問題演習 

(小説的文章) 

（1 時間） 

 

 

1 学期期末考

査 

自立語と付

属語、活用の

有無などの

分類の基準

について理

解し、基本的

な品詞を見

分ける。 

 

 

登場人物の

心情や行動

に注目し、展

開の流れを

理解する。 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

Ａ：品詞の分類を見分けることができる。 

B：条件に合った品詞を用いて、文を作ることができる。 

 

 

 

 

Ａ：登場人物の心情や行動の言葉に注目する。 

Ｂ：心情を理解して読み進める。 

Ｃ：根拠を持って、答えを伝える。 

 

定期考査 

パフォーマ

ンス課題 

リフレクシ

ョン 

2

学

期 

昔話と古典 

（2 時間） 

 

 

 

「物語の始

まり―竹取

物語―」 

（６～７時

間） 

 

古典にはさ

まざまな作

品があるこ

とを知り、歴

史的仮名遣

いに触れる。 

 

歴史的仮名

遣いに注意

して音読し、

物語の理解

を深め、『竹

取物語』につ

いて調べる

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

Ａ：音読に必要な決まりを知り、歴史的仮名遣いのルール

を理解する。 

Ｂ：場面の展開や心情の変化を、描写をもとに捉えている。 

Ｃ：積極的に古典文学に親しむ。 

 

Ａ：音読に必要な決まりを知り、歴史的仮名遣いのルール

を理解する。 

Ｂ：場面の展開や心情の変化を、描写をもとに捉えている。 

Ｃ：積極的に古典文学に親しみ、他の作品にも興味を持つ。 

 

 

定期考査 

パフォーマ

ンス課題 

リフレクシ

ョン 



 

 

書写（硬筆） 

「楷書と仮

名を調和さ

せて書こう」 

（1 時間） 

 

2 学期中間考

査 

 

ことで、おも

しろさを発

見する。 

 

授業で習っ

た部分を、文

字のバラン

スを見なが

ら書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A：字の形を意識して書くことができる。 

 

C：楷書と仮名を調和させるために必要なことを考えるこ

とができる。 

 

故事成語 

（６時間） 

 

 

 

 

随筆を書く 

（２～3 時

間） 

 

 

2 学期期末考

査 

 

いろいろな

故事成語に

ついて由来

や意味を理

解し、また漢

文訓読の決

まりを理解

する。 

身近に起き

たことや経

験したこと

をまとめて、

叙述のしか

たを考える。 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

Ａ：漢文の訓読法を学び、故事成語の知識を深める。 

Ｃ：故事成語の由来や意味を粘り強く理解し、文章を読ん

で考えたことを伝え合う。 

 

 

 

Ａ：事象や行為、心情を表す語句の量を増やし、語彙を豊

かにする。 

Ｂ：読み手の立場に立って、表記や語句の方法、叙述の方

法を確かめる。 

Ｃ：粘り強く叙述の仕方などを考える。 

 

定期考査 

パフォーマ

ンス課題 

リフレクシ

ョン 



3

学

期 

活用形・活用

の種類につ

いて 

（６～７時

間） 

読み手を意

識して報告

文を整える。 

（２～3 時

間） 

動詞の活用

形・活用の種

類について

学ぶ。 

 

 

要点を簡潔

にまとめ、読

み手の立場

に立って、文

章を整える。 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

Ａ：単語の切り方について復習し、活用形を見分けるポイ

ントを理解する。 

B：理解した活用形や活用の種類に合わせて、文を分解し、

分類する。 

 

Ａ：事象や行為、心情を表す語句の量を増やし、語彙を豊

かにする。また、原因と結果、意見と根拠など、情報と情

報の関係について理解する。 

Ｂ：読み手の立場に立って、表記や語句の方法、叙述の方

法を確かめる。 

Ｃ：粘り強く叙述の仕方などを考える。 

 

定期考査 

パフォーマ

ンス課題 

リフレクシ

ョン 

       

 


